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三
段
目
の
四
日
目
は
３

連
勝
で
勝
ち
越
し
を
決
め

た
茅
ヶ
崎
、
綱
豊
、
巨
鵬
、

片
貝
の
４
名
の
全
勝
対
決

と
な
っ
た
。
茅
ヶ
崎
が
綱

豊
を
寄
り
切
り
に
、
巨
鵬

が
片
貝
を
押
し
倒
し
に
破

っ
て
４
連
勝
と
し
、
茅
ヶ

崎
と
巨
鵬
が
全
勝
同
士
の

一
騎
討
ち
で
千
秋
楽
に
優

勝
を
争
う
結
果
と
な
っ
た
。

今
場
所
、
圧
倒
的
な
相
撲
で
勝
ち
上
が
っ
た
両
者

だ
け
に
、
三
段
目
と
は
い
え
見
応
え
の
あ
る
決
戦
に

期
待
し
た
い
。

序
二
段
で
は
３
戦
全
勝

の
若
今
津
、
松
山
、
英
ノ

森
、
冥
ヶ
浜
の
４
名
が
４

連
勝
を
か
け
て
対
戦
。

大
松
戸
部
屋
の
松
山
は

錦
風
親
方
が
「
こ
の
子
は

強
く
な
る
よ
」
と
太
鼓
判

を
押
し
た
逸
材
。
序
二
段

優
勝
経
験
も
あ
る
が
、
三

段
目
上
位
で
調
子
を
崩
し

て
序
の
口
ま
で
番
付
を
下

げ
た
先
場
所
に
復
活
。
今

場
所
は
優
勝
候
補
の
富
岳

に
も
先
場
所
の
雪
辱
を
果

た
し
て
い
る
。
四
日
目
も

若
今
津
を
寄
り
切
っ
て
二

度
目
の
序
二
段
優
勝
を
目

指
す
。

進
境
著
し
い
秋
田
部
屋

の
冥
ヶ
浜
も
３
戦
全
勝
で

英
ノ
森
と
対
戦
。
部
屋
創

設
２
場
所
目
で
序
二
段
優

勝
か
と
周
囲
の
声
援
も
大

き
か
っ
た
が
、
英
ノ
森
に

苦
杯
を
喫
し
、
千
秋
楽
は

松
山
と
英
ノ
森
の
対
戦
と

な
っ
た
。

ま
た
二
日
目
か
ら
の
出

番
で
負
け
越
し
た
佐
戸
若

部
屋
の
翔
生
だ
っ
た
が
、

幕
下
は
、
西
渡
海
が
英
吹
雪
を
、
磯
自
慢
が
蛮
国

を
そ
れ
ぞ
れ
破
っ
て
４
戦
全
勝
と
し
、
千
秋
楽
に
優

勝
を
懸
け
て
争
う
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
西
渡
海
は

一
番
手
で
の
昇
進
を
確
実

に
し
、
一
場
所
で
の
十
両

復
帰
が
濃
厚
。
英
吹
雪
は

千
秋
楽
に
勝
っ
て
４
勝
を

上
げ
れ
ば
昇
進
と
な
り
そ

う
。
蛮
国
と
磯
自
慢
の
一

番
は
磯
ノ
海
親
方
以
外
の

親
方
が
蛮
国
の
応
援
と
な

り
、
磯
自
慢
に
と
っ
て
は

超
ア
ウ
ェ
ー
の
状
態
。
何

し
ろ
蛮
国
が
勝
て
ば
富
士
浪
部
屋
か
ら
は
久
方
振
り

の
関
取
誕
生
の
可
能
性
を
残
す
だ
け
に
こ
こ
で
の
蛮

国
贔
屓
は
仕
方
の
な
い
と
こ
ろ
。

し
か
し
そ
の
期
待
も
実

ら
ず
空
気
を
読
む
こ
と
な

く
磯
自
慢
が
押
し
倒
し
に

下
し
た
。
４
連
勝
と
は
な

ら
ず
蛮
国
の
来
場
所
の
十

両
入
り
は
微
妙
な
と
こ
ろ
。

十
両
か
ら
の
陥
落
力
士
の

人
数
や
吉
備
の
里
や
駒
波

の
成
績
如
何
に
も
よ
る
が
、

と
り
あ
え
ず
４
勝
は
上
げ

て
お
き
た
い
。

十
五
枚
目
の
桃
天
海
が
小
田
に
寄
り
切
ら
れ
負
け

越
し
と
な
り
廃
業
が
決
ま
っ
た
。
幕
下
在
籍
９
場
所

と
頑
張
り
を
見
せ
た
が
幕
下
の
壁
は
厚
く
関
取
に
は

届
か
な
か
っ
た
。
磯
蛍
は
３
度
目
の
幕
下
で
今
回
こ

そ
は
勝
ち
越
し
を
目
指
し
た
が
、
ま
た
し
て
も
跳
ね

返
さ
れ
る
結
果
と
な
り
陥
落
に
な
っ
た
。（

勝
間
田
）

四
日
目
桃
乃
浜
を
下
し
て

初
白
星
を
飾
っ
た
。

序
の
口
の
全
勝
力
士
対

決
は
幕
下
経
験
も
あ
る
英

前
田
を
今
場
所
新
設
さ
れ

た
山
里
部
屋
の
一
番
弟
子

二
瀬
竜
が
下
し
、
た
だ
一

人
４
連
勝
。

ま
た
、
山
桜
親
方
こ
と

高
橋
翁
の
最
後
の
弟
子
で

今
場
所
序
の
口
に
再
出
場

第
１
１
９
回

三
日
目

横
綱

英

●

○
鼎

潟

大
関

鞍
ノ
城
●

○
激
動
山

大
関

蛮

勇
●

○
隅
田
川

第
９
９
回

中

日

横
綱

虎
富
士
●

○
武
蔵
花

横
綱

英

●

○
当
千
坊

横
綱

鬼

錦
●

○
直

雨

大
関

綱
乃
花
●

○
剛
力
山

第
９
２
回

四
日
目

横
綱

鬼

錦
●

○

英

大
関

影
法
師
●

○
黒
雲
山

大
関

虎
富
士
●

○
巽

灘

第
８
１
回

三
日
目

中

日

横
綱

扇

灘
●

○
月
読
山

○
虎
富
士

横
綱

岩

湊
●

○
卯
月
冨

○
直

雨

大
関

桜
豊
王
●

○
虎
富
士

○
鬼

錦

第
５
８
回

四
日
目

横
綱

辰
輝
灘
●

○
千
代
鈴

横
綱

富
士
登
●

○
鐘

峠

大
関

西
の
海
●

○
村

雨

大
関

錦
の
花
●

○
雷

門

大
関

力
傳
龍
●

○
琴

嵐

第
２
９
回

四
日
目

横
綱

照
の
花
●

○
源
氏
岩

横
綱

鯉
ヶ
瀧
●

○
荒

岩

大
関

鯉

昇
●

○
鬼
ヶ
島

大
関

緋

錦
●

○
大

器

大
関

三
条
山
●

○
三
津
知

八
日
目
、
九
日
目
と
連
続
し
て
４
人
の
横
綱
大

関
が
全
敗
し
た
。
紙
相
撲
の
番
付
に
横
綱
が
登
場

し
た
昭
和
２
９
年
の
第
７
回
本
場
所
以
来
、
２
日

連
続
横
綱
大
関
全
敗
は
初
の
屈
辱
的
出
来
事
だ
。

全
敗
記
録
す
ら
平
成
２
８
年
１
４
２
回
場
所

八
日
目
以
来
５
年
振
り
１
２
、
１
３
度
目
。

ち
な
み
に
全
１
３
回
の
う
ち
、
四
日
目
と
八
日

目
が
３
回
と
鬼
門
に
な
っ
て
い
る
。

第
１
５
４
回

八
日
目

九
日
目

横
綱

若
ノ
嶋
●

○
白
閃
光

○
千
代
鈴

横
綱

春
ノ
翔
●

○
千
代
鈴

□
超

刃

横
綱

美
空
富
●

○
魁

電

○
大
神
楽

大
関

佐
賀
海
●

○
大
神
楽

○
剛
勇
山

第
１
４
２
回

八
日
目

横
綱

鞍
ノ
城
●

○
磯

昇

横
綱

若
ノ
嶋
●

○
若

剣

横
綱

美
空
富
●

○
烏
帽
子
岳

大
関

春
ノ
翔
●

○
大
神
楽

大
関

支
那
虎
ヤ

第
１
３
６
回

七
日
目

十
日
目

横
大

鞍
ノ
城
●

○
鬼
ヶ
嶽

○
春
ノ
翔

横
大

若
ノ
嶋
●

○
美
空
富

○
若

剣

第
１
３
４
回

八
日
目

横
綱

鞍
ノ
城
ヤ

大
関

若
ノ
嶋
●

○
大
江
錦

大
関

照
の
王
ヤ

大
関

鬼
ヶ
嶽
●

○
白
閃
光

し
た
十
勝
桜
は
翔
影
島
を

押
し
倒
し
、
千
秋
楽
に
勝

ち
越
し
を
賭
け
る
。

千
秋
楽
は
全
勝
の
二
瀬

竜
を
一
敗
の
力
士
５
名
が

追
う
展
開
と
な
り
、
二
瀬

竜
が
敗
れ
る
と
４
人
に
よ

る
決
定
戦
の
可
能
性
も
あ

り
う
る
。
果
た
し
て
優
勝

の
行
方
は
？

（
鹿
賀
乃
戸
）

西渡海○(押し倒し)●英吹雪蛮 国●(押し倒し)○磯自慢

片 貝●(寄り切り)○巨 鵬若今津●(寄り切り)○松 山英ノ森○(寄り切り)●冥ヶ浜

二瀬竜○(寄り切り)●英前田

十勝桜○(押し倒し)●翔影島

翔 生○(叩き込み)●桃乃浜


